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平成26年10月20日

　　　平成25年度まちづくりふれあいトークで
　　　出された質問や要望の対応状況について

【八代地区】

氷　　見　　市
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1014 観光 礒部神社の藤シーズンに仮設トイレを
設置してもらえないか。

地域づくりイベントの一環として簡易トイレを設置することで、クリエ
イトマイタウン事業の助成を活用するができます。またＪＡ八代支所
の利用など、来年の花見に向け良い方法を地元の皆様と協議させ
ていただきたい。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

礒部神社社叢は市指定の天然記
念物であり、近年の見学者の増加
などヤマフジの観光資源としての
価値の高まりを考え、Ｈ２６年度に
おいて市が仮設の簡易トイレ設置
費用を負担しております。

観光・マーケティ
ング・おもてなし
ブランド課
メディア・プロ
モーション・観光
おもてなし担当
74-8106

会場 1015 防災 八代地区は志賀原発から３０km圏内に
ある。氷見市と北陸電力との安全協定
はどうなっているのか。

市では県とともにこれまで３回にわたり北陸電力と協議してきまし
た。現在、立地自治体と同等の「施設の増設等の事前了解」、「立
入調査」、「再稼動等の同意権」を要求していますが、活断層問題
により協議は中断しています。協議再開となれば、安全安心の確
保のためしっかりと取り組んでいきます。
原子力発電所の新規制基準などは、出前講座で説明させていた
だきたいと思います。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

市民参加と協
働・防災のデザ
イン課
地域防災担当
74-8021

会場 1016 交通 ＮＰＯ法人八代地域活性化協議会のバ
スは、市の助成や会員の会費により黒
字運営であるが、今後も引き続き助成
をお願いしたい。

ＮＰＯバスについては、人口減少に伴い会員数も減少しており、そ
のため、海岸線へのバス路線の拡大の思いもあると伺っています。
今後は、朝夕の通勤通学の時間帯の運行についても考慮していく
必要があります。
免許を自主返納することで、ＮＰＯバス利用券の支援を受けること
ができます。こういった制度も活用していただきたいと思います。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

引き続き助成します。 商工・定住・都
市のデザイン課
商工立地・交通
対策担当
74-8105

会場 1017 通信 胡桃、国見地区の携帯電話不感地域
の解消を働きかけてほしい。

当地区は富山県と石川県をつなぐ県道沿いに位置することから、
その必要性・公益性を訴えるとともに、何件以上の利用が見込まれ
れば事業化が可能なのかなど、通信各事業者との協議を行った
後、地区に状況を説明し、地区とともに事業者に要望していきま
す。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

通信事業者と協議しました。
【ｄocomo】通信システムの購入が
あれば、検討の余地があります。
H25.8/19
【KDDI】条件的には厳しいです
が、平成27年度での計画を検討し
ています。
H25.10/4,11/25,H26.1/29,9/4
【Softbank】小滝局が開局すればエ
リアが広がるとのことでしたが、開
局後もつながりにくい状況を確認し
ました。今後も交渉していきます。
H26.1/29,5/中

総合政策課
市民情報・つぶ
やき受発信担当
74-8012
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1018 道路 県道氷見田鶴浜線は小滝地内に急坂
があり、凍結時にスリップする車がある。
磯辺地内にチェーンの脱着場を新設
することを市から県へ要望して欲しい。

県道であるため、県に要望を伝えます。
磯辺地内に着脱場を設ける場合、石川県側にも脱着場を設ける必
要があります。また、能越自動車道が２６年度に七尾インターまで
開通することによる影響を見る必要もあります。
県では今のところ設置する予定はないそうです。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
事業調整・用地
担当
74-8091

会場 1019 道路 市道磯辺村木線と氷見田鶴浜線との
接続部分は狭く見通しが悪い、また除
雪にも支障があり道路改良をして欲し
い。

要望箇所は、幅員４．２ｍと狭いです。道路改良には、地権者並び
に地域住民の協力が必要であり、地元と協議していきます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

地権者からの用地提供協力と物件
補償の問題が解決すれば、計画を
進めたいと考えております。

建設課
市道整備担当
74-8074

会場 1020 道路 八代地区環境パトロール隊は、これま
で林道氷北線延べ１２，０００ｍの草刈り
を行ってきた。これは、道路の整備だけ
でなく、災害現場の発見や不法投棄の
防止、山菜採りでの不法入山の防止に
繋がる。引き続き支援をお願いしたい。

林道氷北線の草刈りをしていただき、感謝しています。今後も、パ
トロール隊の活動を続けていただきたいと思います。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

平成２６年度においても委託契約
により草刈をお願いしております。

建設課
農林業基盤整
備担当
30-7011

会場 1021 観光 胡桃にある公衆トイレの管理費用を地
元で負担するのは厳しい。浄化槽の点
検費用を市で負担していただけない
か。

田園漁村空間博物館施設として地域と協議の上整備したものであ
り、地域が維持管理することを前提として整備しているので、引き
続き、地域での負担をお願いします。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
■不可能

観光・マーケティ
ング・おもてなし
ブランド課
メディア・プロ
モーション・観光
おもてなし担当
74-8106
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1022 土木 胡桃地区に地すべりが発生した昭和３
９年以降、地すべり対策工事について
は大分整備されてきたと思っている。し
かし、集水井戸や橋が経年劣化してい
るので、整備して欲しい。

現在、高度経済成長期に作られたものが壊れる時期に来ており、
修繕が必要となっています。担当課で現地を確認して対応してい
きます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

①集水井戸については事業を担
当した氷見土木事務所に連絡し、
現地も確認していただきました。
②市単土地改良事業で実施中で
す。

建設課
農林業基盤整
備担当
30-7011

会場 2008 農林 （１） 特産品について
① 八代地区は過疎化が進行してい
るが、氷見牛、胡桃米（低タンパク米：
春陽）、自然薯など特産品を生産して
いる。
② 低タンパク米の春陽は、地区住
民、元住民、市民病院職員、糖尿病患
者などと協力して栽培しており、大きな
広がりを感じている。また、荒廃してい
る耕作放棄農地にハトムギを栽培し、
荒地の無い環境づくりと特産品づくりに
取り組んでいる。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

農林畜産課
農業・畜産振興
担当
74-8086

現地 2009 防災 原子力防災について
① 地区内には、高齢者が多いので危
機感の高まりはないが、原子力防災は
住民の安全安心において重要なもの
である。今年の地区の防災訓練は、原
子力防災に力点を置いたものとし、地
区住民の原子力への理解を深めたい。
② 原子力災害が発生した場合、地区
住民を、一旦八代自治会館に避難さ
せ、そこからバスで市の避難場所に避
難するのはどうか。
③ 現実的には難しいかもしれないが、
電力会社がここに大型の核シェルター
を建設してはどうか。
④ 原発の事故による放射能漏れなど
があれば、水道が通っていない地域は
水が飲めなくなる。

避難のための交通手段として、自家用車・バスが考えられますが、
自家用車のない方はバス避難となります。そのため、定められた一
時集合場所に参集が必要となります。自家用車避難の方は、直接
避難所に向かっていただくことになります。
志賀原発では、福島の事故を教訓に、津波対策や電源確保など
の安全対策が進められています。市においても、県との連携により
発電所の安全性の確保をしっかり監視してまいります。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

市民参加と協
働・防災のデザ
イン課
地域防災担当
74-8021
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

現地 2010 交通 （３）ＮＰＯバスについて
① ＮＰＯバスは、正会員・賛助会員が
減少している。住民の死亡や転出など
が要因である。将来、高齢になったとき
のことを考え、地区の若い方や森寺や
指崎の方にも会員になって欲しい。
② 灘浦地区においてもバスを運行し
ているが、将来を見据えた必要性を感
じていないため、加入者が少ない。
③ 灘浦地区の海岸線を加越能バス
が運行しているが、それを引き継ぎ、小
中学校の統合と関連づけて取り組みた
い。

①会費の見直し、新規会員の募集を行ってください。②灘浦地区
では少しずつ意欲が出てきています。③加越能バスとの調整は、
ＮＰＯの事業が確実なものになってから取り組んでください。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

商工・定住・都
市のデザイン課
商工立地・交通
対策担当
74-8105

現地 2011 上下水
道

（４）水道について
① 吉滝を除く八代地区には、水道が
なく、湧き水や地すべり対策工事の集
水井の水を利用している。かつて市か
ら水道の整備について提案があった
が、住民の８割の同意が得られなかっ
たため、水道は整備されなかった。
② 夏場は水が細くなるため、風呂に
入れなくなり、赤ん坊の世話がしにくく
なる。なる。それらの理由で、若者が地
区から出て行ったこともある。

申し訳ありません。八代地区は、地理的及び地形上の理由から上
水道を引くためには多大な費用を要することから、給水区域には
入っておりません。
なお、クリエイト・マイタウン事業補助金の活用による集落での生活
用水の確保を図るための施設の整備も可能です。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

上下水道課
上水道施設担
当
74-8209


